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１．緒言
　平成24年に制定された別府市の健康増進計画・
食育推進計画である湯のまち別府健康21（第2次）
によると，小学5年生において「食事が楽しいと
感じている人」の割合は49.1% であり，中学生で
31.2%，高校生で24.8% と学童期および思春期の食
への関心が低いことが報告されている1）．「楽しく
食べること」は，良好な学習態度や意欲，健康状態
に繋がることが小学校高学年の児童を対象にした調
査で報告2,3）されており，「楽しく食べること」は食
育を効果的に推進する上で重要な項目であると推測
されている．
　また，女子では学年が進むにつれてやせたいと
思っている割合が増加し，実際に小学生で2.5%，中
学生で8.7%，高校生で25.6% が「ダイエットをする」
と回答したとの報告4）がある．子どもの頃に身につ
いた食習慣は，成人期まで移行すること5）や健康に
関する行動は成人期以降での改善が困難であるこ
と6）が報告されており，幼児期・学童期に望ましい
食習慣を身につけることは重要である .
　さらに，平成28年3月に発表された第３次食育推
進基本計画の「はじめに」には，おいしく楽しく食
別府市内の小学5,6年生がもつ食事に対する意識と
学習態度・意欲や健康状態との関連について
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要　　　　約
　本研究では別府市内の小学校に通う高学年児童を対象に「食事が楽しみ」あるいは「食事が楽しみ
ではない」の2群に分け，朝食および夕食の状況，学習態度・意欲および健康状態について調査し，
比較検討した．食事が楽しみな群では，食事が楽しみではない群より「好きな教科がある」，「集中し
て勉強できる」，「授業中によく手を挙げる」，「学校が楽しい」，「予習復習をする」，「家族に言われな
くても自分から勉強する」，「授業中眠くならない」，「元気が出る」，「やる気が出る」，「食欲がある」
および「いらいらしない」と回答した者の割合が有意に高く ,「体がだるい」，「根気がない」および「よ
くめまいがする」と回答した者の割合は，有意に低かった．これらから，食事が楽しみな群は，食事
が楽しみではない群と比較して，学習態度・意欲が高く，健康状態が良好であることが示唆された．
べることは，人に生きる喜びや楽しみを与え，健康
で心豊かな暮らしの実現に大きく寄与するものであ
ると記されている7）ことから，楽しく食べることが
ますます重要視されていると考えられる．
　そこで，われわれは別府市内にある小学校に通う
高学年児童を対象に朝食および夕食の状況，学習態
度・意欲および健康状態について調査し，「食事が
楽しみ」あるいは「食事が楽しみではない」の2群
に分け，比較検討することとした．
２．方法
２. １　調査対象および方法
　調査対象は別府市内の小学校15校中6校を抽出し，
対象となった小学校に通う5年生366名（男児：194
名、女児：172名）および6年生395名（男児：192名，
女児：203名）の合計761名とした．有効回答数は，
746名（有効回答率98.0%）であった．調査期間は平
成25年11月22日から平成25年12月2日とした．
　小学校へ訪問し，対象者に調査の目的や個人情報
の扱いなどについて説明した後，同意を得られた者
にのみ調査の回答を依頼した．できるだけ欠損デー
タを減らし，正確な情報が得られるように，1問1問
短　報
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丁寧に説明しながら回答させた．
２. ２　調査項目
　調査項目は，食事に対する意識，朝食と夕食の摂
取状況および内容，「好きな教科はありますか」，「授
業中によく手を挙げますか」，「ノートをきちんとと
りますか」などの学習態度・意欲，「体がだるい」，
「風邪をひきやすい」，「イライラする」などの健康
状態とした．
　食事の内容については，「主食，主菜，副菜，汁
物がそろったもの」，「主食，主菜，汁物がそろった
もの」，「主食および主菜」，「主食のみ」，「主菜のみ」，
「汁物のみ」，「果物のみ」もしくは「牛乳・乳製品
のみ」および「その他」の8項目を設定した．なお，
主食に関してはごはん，パン類，麺類，主菜に関し
ては肉，魚，卵および大豆製品（豆腐や納豆），副
菜に関しては野菜や海藻およびきのこ類を使用した
料理を例として示した．
２. ３　統計処理
　各項目について「食事が楽しみ」か「食事が楽し
みではない」かの差の検定には，χ2検定を行った．
また，朝食内容および夕食内容との関連については
ウィルコクソン（Wilcoxon）の順位和検定を行った．
分析には統計ソフト SPSS ver.16を用い，有意水準
は p<0.05とした．
２. ４　倫理的配慮
　本研究は，別府大学倫理審査委員会の承認（受付
番号2013-7）を得て行った．本研究にあたっては，
調査対象者に本研究の趣旨，目的，方法，研究協力
は任意であること，プライバシーは厳重に保護され
ること，研究成果を個人やその家族が特定できない
ような形で学会等に公表することを書面にて説明し
た．また，事前に協力校の校長には同様の内容を書
面および口頭で説明し，同意を得た．
３．結果
３. １　食事に対する意識
　「食事が楽しみ」と答えた者の割合は85.8%，「食
事が楽しみではない」と答えた者の割合は14.2% で
あった．性別や学年において食事が楽しみな群と食
事が楽しみではない群との間に有意差は見られな
かった．
３. ２　食に対する意識と食事摂取状況との関連
　食事が楽しみな群で「朝食を食べる」と答えた者
の割合は95%，食事が楽しみではない群で「朝食を
食べる」と答えた者の割合は96% であり，朝食摂
取状況に有意差は見られなかった．食事が楽しみな
群で「夕食を食べる」と答えた者の割合は99%，食
事が楽しみではない群で「夕食を食べる」と答えた
者の割合は100% であり，夕食摂取状況においても
2群間に有意差は見られなかった．
　食事が楽しみか楽しみではないかと朝食の食事内
容との関連を図１に示した．2群間に有意差は見ら
れなかったものの，朝食において「主食，主菜，副
菜および汁物がそろっている」もしくは「主食，主
菜および汁物がそろっている」食事を摂っている者
の割合は，食事が楽しみな群の方が食事が楽しみで
図１　食事が楽しみか食事が楽しみではないかと朝食内容との関連
Wilcoxon の順位和検定による（有意差なし）
（有効回答数 n=746名）
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はない群より高い傾向にあった．逆に「主食のみ」
の者の割合は，食事が楽しみではない群の方が食事
が楽しみな群よりも高い傾向にあった．
　食事が楽しみか楽しみではないかと夕食の食事内
容との関連を図2に示した．2群間に有意差は見られ
なかったものの，夕食においても「主食，主菜，副
菜および汁物がそろっている」もしくは「主食，主
菜および汁物がそろっている」食事を摂っている者
の割合は，食事が楽しみな群の方が食事が楽しみで
はない群より高い傾向にあった．逆に「主食のみ」
の者の割合は，食事が楽しみではない群の方が食事
が楽しみな群よりも高い傾向にあった．
３. ３　食に対する意識と学習態度・意欲との関連
　食事が楽しみか楽しみではないかと学習態度・意
欲との関連を表1に示した．
　「好きな教科がある」，「集中して勉強できる」，「授
業中によく手を挙げる」，「学校が楽しい」，「予習復
習をする」，「家族に言われなくても自分から勉強す
る」および「授業中眠くならない」と回答した者の
割合は，食事が楽しみな群で食事が楽しみではな
い群より有意に高かった．「きちんと宿題をする」，
「ノートをきちんととる」および「私語をする」の
項目では，2群間に有意差は見られなかった．
３. ４　食に対する意識と健康状態との関連
　食事が楽しみか楽しみではないかと健康状態との
関連を表2に示した．「元気が出る」，「やる気が出る」，
「食欲がある」および「いらいらしない」と回答し
た者の割合は，食事が楽しみな群において食事が楽
しみではない群より有意に高かった．「体がだるい」，
「根気がない」および「よくめまいがする」と回答
した者の割合は，逆に食事が楽しみな群において食
事が楽しみではない群より有意に低かった．「夜，
よく眠れる」，「風邪をひきやすい」，「心配事がある」，
「朝起きられる」および「よくお腹が痛くなる」の
項目では，2群間に有意差は見られなかった．
４．考察
　別府市が湯のまち別府健康21（第2次）1）を策定す
るにあたり発表した現状を示す2011年のデータによ
ると，小学5年生において「食事が楽しいと感じて
いる人」の割合は49.1% であり，中学生で31.2%，
高校生で24.8% と学童期および思春期の食への関心
が低いことが報告されている．さらに児童・生徒に
対する重点目標の1つして，家族との「共食」を楽
しみながら，食についての正しい知識を学んでいく
ことも大切という点が掲げられている．食事を楽し
いと感じているかどうかと身体状況との関連8），学
習態度や意欲との関連3），QOL との関連9）等の研究
が行われており，食事を楽しいと感じている群が楽
しいと感じていない群よりも「体がだるい」等の自
覚症状が少なく，学習態度や意欲は良好で，精神的
健康や自尊感情等 QOL の良好さに関連することが
示唆されている．学童期の児童にとって食事を楽し
むことは，充実した学校生活を送る上で重要なポイ
ントの1つであり，さらに将来の食生活にも望まし
い影響をおよぼす可能性があると考えられる．
図２　食事が楽しみか食事が楽しみではないかと夕食内容との関連
Wilcoxon の順位和検定による（有意差なし）
（有効回答数 n=746名）
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表１　食事が楽しみか食事が楽しみではないかと学習態度・意欲との関連
1χ2検定による
***p<0.001，**p<0.01，*p<0.05, n.s:not significant
（有効回答数 n=746名）
1χ2検定による
***p<0.001，**p<0.01，*p<0.05, n.s:not significant
（有効回答数 n=746名）
表2　食事が楽しみか食事が楽しみではないかと健康状態との関連
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　そこで，小学生の食事に対する意識（「食事が楽
しみ」か「楽しみではないか」）と朝食および夕食
の状況，学習態度・意欲，健康状態との関係性につ
いて検討した．
　本研究では，朝食を食べている者の割合は，食事
が楽しみな群も楽しみではない群も全体の9割程度
であり，どちらの群もその約半数が「主食のみ」で
あった．朝食において「主食，主菜，副菜および汁
物がそろっている」もしくは「主食，主菜および汁
物がそろっている」食事を摂っている者の割合は，
食事が楽しみな群の方が食事が楽しみではない群よ
り高い傾向にあった．逆に「主食のみ」の者の割合は，
食事が楽しみではない群の方が食事が楽しみな群よ
りも高い傾向にあった．夕食については，食事が楽
しみな群も楽しみではない群もほぼ全員が食べてお
り，「主食，主菜，副菜および汁物がそろっている」，
「主食，主菜および汁物がそろっている」が，どち
らの群も全体の約半数であり，朝食よりも夕食の方
が品数の多い食事であった．しかしながら，朝食と
同様に夕食においても「主食，主菜，副菜および汁
物がそろっている」もしくは「主食，主菜および汁
物がそろっている」食事を摂っている者の割合は，
食事が楽しみな群の方が食事が楽しみではない群よ
り高い傾向にあった．逆に「主食のみ」の者の割合は，
食事が楽しみではない群の方が食事が楽しみな群よ
りも高い傾向にあった．中学生を対象にした調査で
はあるが，主食，主菜，副菜の組み合わせについて「考
えている/やや考えている」と回答した者は20% で
あり，この組み合わせに対する意識が低いというこ
とを報告している10）．本研究は，主食・主菜・副菜・
汁物という概念を意識しているかどうかを問う調査
は行っていないが，実際摂取している料理を見ると，
朝食では約40%，夕食では約50% が主食，主菜，副
菜がそろっている食事を摂っており，有意差はない
が食事が楽しみな群が食事が楽しみではない群より
もその割合が高い傾向にあった．小学校高学年を対
象にした研究において主食・主菜・副菜に関する知
識は十分あるとはいえないが，食事バランスガイド
を利用する等適切に指導することで向上することが
報告されている11-13）．本人に対する食教育はもちろ
ん，学童期では保護者や養育者等食事を準備する者
の影響が大きいことが推測されることから，保護者
とも連携した食に関する指導が必要であると考えら
れる．
　学習態度・意欲に関しては，「好きな教科がある」，
「集中して勉強できる」，「授業中によく手を挙げる」，
「学校が楽しい」，「予習復習をする」，「家族に言わ
れなくても自分から勉強する」および「授業中眠く
ならない」の様な積極的なイメージの項目におい
て，食事が楽しみな群が食事が楽しみではない群よ
りも「はい」と回答した者の割合は有意に高かった．
朝食の摂取状況と学習態度・意欲や身体状況との関
連については，様々な報告がある14-16）．今回の調査
では，食事が楽しみな群と食事が楽しみではない群
との間で朝食の摂取状況に有意差は見られなかった
が，学習態度・意欲に関する複数の項目において有
意差が見られた．学習態度・意欲の向上には，種々
の要因が複雑に関連していると考えられるが，その
1つとして「食事が楽しみ」であることも含まれる
ことが示唆された．
　健康状態に関しては，「元気が出る」，「やる気が
出る」，「食欲がある」および「いらいらしない」の
項目において，食事が楽しみな群は食事が楽しみで
はない群よりも「はい」と回答した者の割合は，有
意に高かった．逆に「体がだるい」，「根気がない」
および「よくめまいがする」の項目では，食事が楽
しみな群は食事が楽しみではない群よりも「はい」
と回答した者の割合は低かった．不定愁訴数を増加
させる変数として，朝食をとらない，ダイエットを
している等，食事に直結する原因もあるが，睡眠時
間や遊びの時間が減少することによるストレスも原
因になることが報告されている17）．また，小学生を
対象にした調査において，食欲や学校生活の楽しさ，
朝食等が自覚症状の訴え数との関連が大きく，男女
差もあるとの報告がある18）．健康状態に関する質問
12項目中7項目で食事が楽しみな群と比べ食事が楽
しみではない群では，自覚症状を訴える者の割合が
高かったことから，食への意識が低いと生活意欲が
低くなる可能性があると考えられた．
　食事が楽しみな群と食事が楽しみではない群の2
群を比較することで，「食事が楽しみ」と意識する
ことは良好な学習態度・意欲および健康状態に繋が
ることが推察され，食育を効果的に推進していくた
めに，「食事が楽しみ」と意識することを考慮する
重要性が示唆された．食べ物や栄養のバランスにつ
いての食育だけではなく，子どもたちの食への興味，
関心を意識づけ，「食べる楽しみ」を感じることの
できる食環境づくりを積極的に行うことが必要であ
ると考える．また，家族との共食や食事中の会話の
有無，食事の準備および片付けの手伝いを楽しむと
いった環境も食事を楽しみと意識する一要因と考え
られることから，保護者や養育者等とも連携した食
に関する指導も重要である．
５．結語
　本研究では，別府市内の小学校に通う高学年児童
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ると考えられる．
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を対象に「食事が楽しみ」あるいは「食事が楽しみ
ではない」の2群に分け，食生活，学習態度・意欲
および健康状態について調査し，比較検討した．食
事が楽しみな群は，楽しみではない群と比較して，
学習態度・意欲が高く，健康状態が良好であること
が示唆された．「食事を楽しみと意識すること」は，
食育を効果的に推進する上で重要な項目の一つであ
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Abstract
　In this study, we divided upper-grade children who attend elementary schools in Beppu City into two groups: 
“children who enjoy their meals” and “children who do not enjoy their meals”, and compared their dietary habits, 
learning attitude, motivation, and health status. The results indicate that children who enjoy their meals have a more 
positive learning attitude, motivation, and better health status than children who do not enjoy their meals. 
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